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平成２３年度第２回水道審議会会議録 

日   時  平成２３年１１月１８日（金） 午後１時３０分～３時３０分 

場   所  秦野市水道局庁舎２階会議室 

出席委員 
（◎会 長） 
（○副会長） 

〔敬称略〕 

◎松下 雅雄、髙寺勝夫、荒川裕美子、○川口 浩太、大森 悦雄、 

齊藤 政和、栗原千惠子、山本久美子、古谷 茂男、市川 順子 

計１０名 

欠席委員 

〔敬称略〕 
八木英一郎、宮田 義範、中山 知江、今井 新一、石川 道隆 計５名 

委員以外 

の出席者 

水道局長 山口 誠一 

水道業務課長 宮村 慶和 

水道業務課課長補佐(庶務担当) 福井 哲也 

水道業務課庶務班主査 宇佐美高明 

水道業務課庶務班主査 和田 安弘 

 

水道施設課長    松本 克己 

環境保全課課長補佐(地下水・環境指導担当)  谷   芳  生 

会議次第 

１ 開会 

２ 会長あいさつ 

３ 市長あいさつ 

４ 諮問 

５ 議事 

(1) 地下水利用協力金制度について 

(2) 地下水保全事業について 

 (3) 地下水を取り巻く環境の変化について 

 (4) 地下水利用協力金の現状について 

 (5) その他 

６ 閉会 

会議資料 

・平成２３年度 第２回秦野市水道審議会次第 

・資料１ 「地下水利用協力金制度について」 

・別紙１ 「水道水供給単価と地下水利用協力金単価の推移」 

・資料２ 「秦野市地下水の保全及び利用の適正化に関する要綱」 

・資料３ 「地下水利用による協力金の納付に関する協定書」 

・資料４ 「地下水保全事業について」 

・資料５ 「地下水汚染対策」 

・資料６ 「地下水総合保全管理計画と水収支」 

事務局 

課長補佐(庶務担当) 

本日、委員総数１５名のうち、１０名（半数以上）の出席があ

りましたので、秦野市水道審議会規則第６条第２項の規定により、

審議会が成立していることを報告します。 
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それでは、平成２３年度第２回秦野市水道審議会を開会します。 

松下会長、あいさつをお願いします。 

 ―松下会長あいさつ― 

事務局 

課長補佐(庶務担当) 

続いて、市長からごあいさつを申し上げます。 

 ―市長あいさつ― 

事務局 

課長補佐(庶務担当) 

それでは、議題に入る前に、市長から諮問をさせていただきま

す。 

 ―諮問― 

事務局 

課長補佐(庶務担当) 

市長は他の公務の都合により、ここで退席させていただきます。 

 

 ―市長退席― 

 ―資料の確認― 

事務局 

課長補佐(庶務担当) 

それでは、松下会長に進行をお願いいたします。 

松下会長 本日の次第に従いまして、議事に移りますが、本日は、事務局

に地下水利用協力金制度の説明を求め、理解を深めることとしま

す。 

なお、説明に対する質疑応答は、まとめて行います。 

「議題１ 地下水利用協力金制度について」、事務局からの説

明を求めます。 

事務局 

課長補佐(庶務担当) 

―「地下水利用協力金制度について」資料１、２、３に基づき

説明― 

松下会長 「議題２ 地下水保全事業について」、事務局からの説明を求

めます。 

事務局 

課長補佐(庶務担当) 

―「地下水保全事業について」資料４に基づき説明― 

松下会長 ここまでで、何か質問等は、ありますか。 

古谷委員 地下水利用協力金の単価は、前年度決算の供給単価の３分の１

以内で、関係者協議の上、定めるとありますが、事業所によって

単価は違いますか。 

事務局 

課長補佐(庶務担当) 

すべて同一単価です。制度創設当初が５円で、現在の単価は平

成７年度からのもので２０円です。 

大森委員 地下水保全事業のそれぞれの問題点をもう一度お話いただけま

すか。 

事務局 

課長補佐(庶務担当) 

 「水田かん養事業」は、秦野盆地の特性を生かしたものですが、

農業政策、つまり、休耕田等の対策の問題や水利権の問題など事

業に内在する問題の多い事業です。 

 「地下水注入事業」は、かん養としての効果は直接的で最もあ
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りますが、水質管理の観点から県がこのような事業を今後追加し

て認めることが困難であるというものです。 

  「雨水浸透施設の設置事業」は、まちづくりの観点から開発行

為の事業者に義務付けしたもので、費用は掛かっていません。 

また、規模も大きいので、かん養効果も高いものと評価してい

ます。 

 「雨水浸透ます設置補助金交付事業」は、かん養効果としては

大きくありませんが、直接、市民意識に訴えるという観点からは

効果のある事業です。住宅需要により事業量が左右されますが、

市民に地下水の大切さを訴えることができます。 

「森林づくり事業」は、市の森林づくりの所管課が実施してい

る、森林が持つ水源かん養機能をさらに高め、将来に渡り良質な

水を安定的に確保するための事業です。 

今後は水源の森づくり事業といった森林の保水力を高める事業

に対して、水道事業体として、さらに力を注ぐ必要があるのでは

ないかと考えています。 

松下会長   ここで１０分間の休憩とします。 

 －１０分間の休憩－ 

松下会長  それでは、再開します。 

「議題３ 地下水を取り巻く環境の変化について」、事務局か

らの説明を求めます。 

環境保全課 

課長補佐 

(地下水・環境指導担当) 

－「地下水を取り巻く環境の変化について」、資料５、６に基

づき説明－ 

松下会長 続いて、「議題４ 地下水利用協力金の現状について」に移り

ます。事務局からの説明を求めます。 

事務局 

課長補佐(庶務担当) 

－「地下水利用協力金の現状について」、資料１に基づき説明

－ 

松下会長 

 

地下水利用協力金について、制度創設、地下水保全事業、環境

変化、現在の協力金の状況と、事務局から説明がありました。 

それでは、今までの説明内容について、質問がありましたらお

願いします。 

山本委員 地下水の水質検査は、どの程度の頻度で行っていますか。 

環境保全課 

課長補佐 

(地下水・環境指導担当) 

市内にある約８０本の観測井戸の約半数を月１回、それ以外は

年１回の検査を行っています。 

髙寺委員 地下水利用協力金で実施している地下水保全事業の費用の収支

ですが、過去にマイナスはなかったのですか。 

事務局 ありませんでした。 
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課長補佐(庶務担当) 

髙寺委員 今回の諮問の趣旨を簡潔に説明してほしいと思います。 

地下水の水収支が改善してきているとの説明がありましたが、

条例で新たな井戸の掘削ができない状況の中で、水道局として今

後はもっと地下水を使ってほしいと思っているとか、何か考えは

あるのですか。 

事務局 

水道局長 

地下水利用協力金制度につきましては、創設当時、水道利用者

との負担の公平性と地下水の水位低下、枯渇の恐れから地下水く

み上げを抑制するという目的がありました。 

ところが現状は、水収支はプラスとなり、比較的余裕が出てき

ました。調べてみますと昭和５２年の事業所の地下水くみ上げ量

は現在のくみ上げ量の２倍でした。景気、事業の形態の変更など

いろいろなことが影響していると思います。しかし、余裕がある

からといって、もっと使ってもらうようにするという考えは今の

ところはありません。 

今回、地下水利用協力金のあり方について、検討していただく

に当たり、昔に比べて、抑制基調がなくなってきたというのが一

番の変化だと思っています。従来のトレンドでいきますと地下水

利用協力金の単価は、水道料金の改定に合わせて見直しをしてき

ました。この４月から平均２１パーセントの料金改定をしました

ので、単純に計算しますと２０円の２１パーセント増で４円増と

いうことになりますが、この辺がいいのか、悪いのか、景気の状

況もありますし、抑制基調がなくなってきたという環境の変化も

あります。その辺を踏まえ、本市水道事業にとって望ましい地下

水利用協力金のあり方について、検討していただきたいというの

が今回の諮問の趣旨になります。 

松下会長 この地下水利用協力金は、一般家庭の井戸は対象となっていな

いということで良いですか。 

事務局 

課長補佐(庶務担当) 

はい、業務に使っている井戸が対象ですので、一般家庭の井戸

は対象としていません。 

山本委員 市内に、温泉の施設がありますが、温泉は地下水利用協力金の

対象となっていないのですか。 

事務局 

課長補佐(庶務担当) 

温泉は対象としていません。 

環境保全課 

課長補佐 

(地下水・環境指導担当) 

温泉は、温泉法による制限があり、県が指導しています。また、

温泉は地下５００メートル以上ですが、地下水は深くても１５０

メートルぐらいですので、温泉とは地層が違います。 

松下会長 ほかに、質問等はありませんか。 

 －他に質問なし－ 
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松下会長 「議題５ その他」として、事務局からありましたら、お願い

します。 

事務局 

課長補佐(庶務担当) 

事務局から２点あります。 

１点目は、次回の内容についてです。 

次回は、地下水利用事業者の実態調査の結果について、報告し

たいと考えています。事業者がどういう目的で、どれだけの費用

をかけて、地下水をくみ上げ、どのように利用しているかについ

て、３２事業者を調査しました。その結果を報告したいと思いま

す。 

また、地下水利用事業者の内、利用量の多い４事業者について、

この水道審議会でお呼びし、その経営や利用の状況を直接聞いて

みてはどうかと考えています。このことについて、審議会にお伺

いしたいと思います。 

松下会長 ただ今、次回の審議会で、「地下水利用事業者の内、利用量の

多い４事業者について、来ていただき、その経営や利用の状況を

調査させていただいてはどうか」という事務局からの提案があり

ました。 

委員の皆さんの意見はいかがでしょうか。 

 －異議なし－ 

松下会長 それでは、多くの委員が地下水利用事業者の状況がよく見えな

いということもありますので、事務局の調査だけでなく、次回の

審議会で、地下水利用事業者の内、利用量の多い４事業者につい

て、来ていただくこととしたいと思います。では、事務局でその

手配をお願いします。 

事務局 

課長補佐(庶務担当) 

ありがとうございました。 

２点目は、今後の審議会の日程について、調整をさせていただ

きます。 

 出席委員の都合を確認し、次の日程で決定 

第３回 平成２３年１２月２１日（水） 

第４回 平成２４年 １月１１日（水） 

第５回 平成２４年 １月２７日（金） 

松下会長 それでは、議事については、以上をもちまして、終了します。 

事務局 

課長補佐(庶務担当) 

会長、どうもありがとうございました。 

本日の水道審議会を閉会します。 

〔午後３時３０分終了〕 

 


